
第６１回 教育研究評議会 議事要旨 

 

日 時：平成２０年１０月２９日（水）１３：３０～１５：０７ 

場 所：事務局 第１会議室 

出席者：２３名（欠席者１名） 

    斎藤秀俊 教授（技術開発センター長） 

 

 議事に先立ち、鳥越理事から、金澤幸博 総務課長（平成 20年 10月 16日付採用）の紹介があった。 

 

第６０回 教育研究評議会 議事要旨について 

 学長から、議事要旨（案）のとおり確認された旨の報告があった。 

 

議 題 

 １ 技術開発センター 非常勤講師（客員教員）の選考について 

   斎藤秀俊 教授（技術開発センター長）から、資料１に基づき説明があり、審議の結果、第375

回 教授会（教授・合同）に付議することを了承した。（斎藤教授は、以上で退席） 

 

 ２ 規則等の改正及び制定について 

 （１）外国人留学生規則（改正） 

 （２）ヴィエトナムの大学とのツイニング・プログラムに基づく外国人留学生の入学料及び授業料 

免除要項（制定） 

    総務課長から、上記（１）及び（２）について、資料 2-1及び 2-2に基づき説明があり、審

議の結果、これを承認した。 

 

 ３ 教員選考委員会の設置について 

   塩見友雄 教授（物質・材料系長）及び丸山久一 理事から、資料３に基づき説明があり、 

審議の結果、第 375回 教授会（教授・工学部及び工学研究科）に付議することを了承した。 

 

 ４ 平成 20年度 非常勤講師の選考について 

   宮田保教 副学長から、資料４に基づき説明があり、審議の結果、第 375回 教授会（教授・合

同）に付議することを了承した。 

 

 ５ 学生の懲戒について 

   丸山理事 及び 矢鍋重夫 教授（機械系長）から、資料５に基づき説明があり、審議の結果、

第 375回 教授会（拡大：教授、准教授及び講師）に付議することを了承した。 

 
   なお、学長及び構成員から、次のとおり意見が述べられ、これらを了承した。 
 

①教授会で、具体的な防止策及び対応策などを、ファカルティー･ディベロップメントの一環と
して、矢鍋教授（教育方法開発センター長）から説明いただくとともに、教職員への周知・徹底
を図る。 

 
  ②学生に対しても、具体例及びその処分等について、機会を捉えて啓発を徹底する。 
 

報 告 

 １ 本学の今後の運営について 
   学長から、資料６に基づき、第 20回 経営協議会〔平成 20年 10月 16日（木）開催〕で審議・

承認された内容について、報告があった。 
   また、丸山理事から、文部科学省との意見交換会に出席し、本学の教育研究活動に対する評価

は良好であると認識した旨の報告があった。 

 

 ２ 中期目標期間における教育研究評価に係る訪問調査について 

   西口郁三 理事から、資料７に基づき報告があり、併せて、教職員及び学生の協力方要請があ

った。  



 ３ 平成 20年度 国立大学法人 施設整備費補助事業の内示（補正予算）について 

   財務課長 及び 施設管理課長から、資料８に基づき報告があった。 

 

 ４ 学生数及び学生異動について 

   宮田保教 副学長から、資料９に基づき報告があった。 

 

 ５ 電子マネーを利用したレジ・システムについて 

   丸山理事から、ＰＯＳシステムの老朽化に伴い、これを廃止して、12月１日（月）から食堂・

売店において電子マネーを利用したレジ・システムに切り替え、現行の身分証明書は使用できな

くなること、及び カードゲート・システムは、引き続き使用できる旨の報告があった。 

 

   なお、構成員からＩＣカードの導入について要望があり、丸山理事から、大学全体のカードゲ

ート・システムを交換する必要があるため、引き続き検討していく旨の説明があった。 

 

 ６ その他 

 （１）教育ＧＰ（実践的技術教育マイスター制度:新採用教員向け熟練教職人育成プログラム）へ

の対応等について、教授会で、矢鍋教授（教育方法開発センター長）から説明いただくことと

した。 

以 上 


